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複合語と派生語のアクセント規則

田中俊明

1 .序

ドイツ語は複合語や派生語などが比較的K多い言語であるO 換言すれば、造語力の強い~語であ

ると言える。

そζで、本稿では、そのドイツ語の複合語と派生語Kついて、変形生成文法の立場K立ち、特K

音韻の面沙諸ら、それらのアクセント Kついて考察してみたい。

音韻部門VCI>'いて、各語はまず語幹アクセント規則 (St amma k z en t r e g e l=SAR)1)Kよ

り、その語幹K第 1アクセント、すなわち主アクセントが置かれる。しかし、この第 1アクセント

は、その後必ずしも維持されるとは限らない。語がより大きな枠組(例えば、複合語、派生語、句、

文など )VC入ると、第 1アクセントは他の語ないしは形態系との関連で、しばしば第九第九…

アクセント、すなわち副次アクセント K弱化される。

それゆえ、以後、複合語と句なよび派生語のアクセントKついて考え、 2)次の 4つのアクセン

ト規則をたてて、それらの規則の相互関係、並びKアクセントの規則性や特徴について考察してみ

る。

(i) アクセント段階規則 (Ak z e n t a b 5 t u f u n g 5 r e g e 1 AAR) 3 ) 

(ii) 副次アクセント弱化規則 (Neben akz en t reduk t ion sr ege I=NRR) 
(1) 
(jjj) 副次アクセント交替規則 (Ne b e 0 a k z e n t a u s t a u s c h r e g e I=NAR) 

0¥1 アクセント移行規則(Akzentuberf色hrungsregel AUR) 

2・ アクセント段階規則 4)

第 1章でも述べたように、各語はまず第 1サイクノレで、語幹アクセント規則Kより、その語幹K

第 Iアクセントが置かれる。そして、第 2サイクノレκ入b、それらの語がいくつか集ま夕、複合語
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ないしは句になる。それゆえ、複合語や句はいろいろ念品詞から成P立っている。

まず、 2語よP成る複合語ないしは句のアクセントは、品詞Kより次の 2種類K分類出来る。

( ，は第 1アクセント。)

H ~n d t a s c h e， T e 1 e f o n z e 1 1 e， ...・H ・..(名詞)

s p a z i e r en ge h e n， m{t komnen， …・・(動詞)
(2) 
hellbraun， schn品eweip，…....・H ・....(形容詞)

4s s en WO  ilen， B古cher lesen .…・・(動詞句)

langer Brief，weiPes Papler....・H ・.(名詞句)

(3) s e h r g ~ t， g a n z n ~ u ，….....・H ・...・H ・-…・(形容調句)

heute ~bend ， morgen frUh， ………・・(副調句)

(2)では第 1語t亡、 (3)では第2語K第 1アクセントが置かれている ζとがわかる。したがって、 ζ

のζ とを規則で表わすと、 (2)は規則4)1'Lより、 (3)は規則(5)1'Lよりそれぞれ示される。

( v) → (1 A) / (x ( 1 A ) Y ) N ， V ， A， VP 
(4) 

条件:xキ・・・(1 A )・

( V) → (lA) / (X( 忌)Y ) NP ， AP ，A d v P ，・・・
(5) 
条件:Yキ・・・ (1A)・.. 

ζζで、規奥山4)をHan d t a s c h e I'L、また規員以5)を 1anger Br i e fl'L適用してみよう。

(6) (N#+(N#Han d#)N++(N#T as c he#)l¥+#):X 

まず第 1サイクルで、 (6)1'L語幹アクセント規則が適用されて、 (6)は(7)1'Lなる。

(7) 〔N#+#H;nd#++#t;sche#+#〕N

次K第 2サイクノレで、規則(4)が(7)1'L適用され、 (7)は(8)のようK分析されて、
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(N#+#H I ! 
(8) 

X l 

nd#++#t!SChe#+#)N 

Y 

(9)になる。

(9) (N#+#HJn d#++#t ~ S C h e#+#) N 

ととで、第2アクセントはさらK第 3アクセントκヲlき下げられるのであるが、それKついては

第 3章で触れる ζ とKする。 5) 

UO) (NP#(A#I anger#)A(N#Br jef#)N#)NP 

langer Brjef~てないても同様K、第 2 サイクルで規則(5)が適用され、仰のよう K分析され

て、

江1)(N醐 Ian g er削 rI j1e I f##)NP 
X Y 

最終的KU2JKなる。

(12J榊12nger桝 BrAf榊

さて、 3語ιL上よP成る複合語ないしは句のアクセントも、規則(4)または(5)をく P返し適用する

ζとκより得られる。例として、 Neujahrsabendと sehr schones MadchenKそ

れぞれ規則(4)ないしは(5)を適用してみよう。

ル
一
ル

ク
一
ク

イ
一
イ

サ
一
サ

'i-
。，“

第
一
一
第

( ( (n e u) (J a h r s ) ) (A b en d)) 

) ( 1 ) (1 SAR 

2 R (4) 

3 2 R (4) 

4 3 R ? 6) 

4 3 
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ル
一
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ク
一
ク

イ
一
イ

サ
一
サ

宅五

-

q

G

第
一
第

( ( ( s e h r ) ( s c h o n e s ) ) (M邑dChen)) 

) ( ) ( 1 SAR 

2 R (5) 

3 2 R (5) 

2 3 R?? 7 ) 

2 3 

U41 

第 3サイクル

次の句(5)は確か¥'(3語より成っているが、どのようなアクセントを持っているであろうか。

(5) (PP#vor ( NP#( A# ku r z er#) A (N#Ze i t#J N#JNp#J pp 

。5)に、第 lサイクルで語幹アクセント規則が適用され、第 2サイクルで規員1](5)が適用されると、
(5)は日6)¥'(なる。

(6) (pP#VO r#-ka r z e r##Ze i t#=件#Jpp

(6)ではまだ最も外債ijの括弧が残っているので、第 3サイクルで日6)¥，(規則(5)がもう 1度適用されね

ばならないように容、われる。しかしながら、規則5)の適用後のアクセントは *vor k~rzer 

Z~it となり、事実K反する。正しいアクセントは、 116)と全く等しいvor k~rzer Zeit 

である。

では、 ζのアクセントを付ける過程で、一体どとが間違っているのであろうか。規員四5)を(I6)¥'(適

用すると、 (16)は次のように分析される。

X 

1l 四 Jpp
Y 

間 (PP#vor##karzer##Z

ζとで、聞を叫と比較したいので、第3サイクノレで規制5)の適用の際の名詞句sehrschoes 

Ma dc henの分析を示して;1>'<。

(8) (NP榊 s~ hr柑 schAnes開 MIa I dchen榊 J
NP

x y 
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聞と(18)より、日8)ではXVC第 1アクセントが含まれているが、(17)ではそれが含まれていないととが

わかる。それゆえ、(18)のようにXが少なくとも 1つの第 1アクセントを含んでいる時だけ、規則(5)

が適用され、聞のよう VCXが第 1アクセントを含まない時は適用されないとすれば、正しく規則が

働くことになる。したがって、条件X二・・( lA)・・が規員1J(5)VC付け加えられなければならな

い。また、規則(5)の適用前Kは、句は高々 2つの第 1アクセントしか含まないので、条件Yキ.. . 

( 1 A)・・・は不要である。結局、規則(5)は次のように修正される。

(19) 
( V) → (IA) / (X(lA)Y)NP，AP，AdvP 

条件:X=・・・(1 A)・

今まで、文法範鴎K依存した複合語と句K対する 2つのアクセント規則、すなわち規則J(4)と凶)を

別々にたててみた。 ζの 2つのアクセント規則は、共K排反的順序を持ち、それらの適用の文法範

購は互いK補足的である O それゆえ、規則の簡潔性という観点から見ると、出来ればそれらの規則

を 1つにまとめた方がよいと言える。

しかし、規則4)を規則凶)と比較すると、それら 2つの規則の条件が互いK矛盾するととに気がつ

く。したがって、何の修正もせずK、それら 2つのアクセント規則を 1つKするととは出来ない。

そζで、規員1J(4)が適用されている(8)VCないて、 Yをさらに次のよう VCYとZVC分けてみる。

(N #+#H I ~ I n d I #十+#位。
X I Y I 

tasche#+#)N 

z 

とζで、 Yは第 1アクセントを含まないが、 Zは第 1アクセントを 1つ含むζ とがわかる。それ

ゆえ、規則(4)は次のよう K修正出来る。

( V )→〔 1A〕/〔 X〔72〕Y#(++)#Z〕N，v，A，VP8)
(21) 
条件 :Z=・・・(1 A )・.. 

以上の ζとから、規則仰と凹)は次のように 1つにまとめる ζとが出来る。

( V )→(  1 A) / (X ( IA ) Y <# ( + + ) # Z > )くN，v，A，vp>9)

悶 条件 a)Z=・・・(1 A )・

b )もし Z=中ならば、 Xニ・・・(1 A )・
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との規員Uをアクセント段階規則 (Akzentabstufungsregel AAR) と呼ぶことにする。

ζとで、アクセント段階規則凶Kついて、補足的に説明を加えてま"<。規則包8は次の 2つのアク

セント規員UK展開出来る。

間

(a) アクセント段階規員UA

( v) →(  1 A) / (x ( 1 A ) Y# ( + + ) # z ) 

条件:z=・・・(1 A )・.. 
(b) アクセント段階規則B

( V) → (IA) / (X(IA)Y) 

条件:x=・・・(1 A)・

N. V. A. VP 

ととで注目すべきことは、アクセント段階規則BI'てがいて、適用される文法範騰の指示がないζ

とである。したがって、との規則の適用される文法範時が、名詞、動詞、形容詞、動詞句tてまで拡

張されているので、 ζれらの文法範騰の例外の処理K大きな役割を果たすのである。例えば、分離

10) 
・非分離の「前つづ1:>J • V / d u r c h • h i n t e r ，u b e r • um • u n t e r ， v 0 1 1 • w i d e r ， 

wiederを持つ非分離動調を考えてみる。

durchschn~iden. hintersinnen. ubersehen， umr~i ，B en ， 
凶
unterbauen. vollenden， widerspr在chen，wiederhる1en ，・

ζれらの語は、動詞の範騰Kあるにもかかわらず、規則叩)によって得られるアクセントと同じア

クセントを持つのであるが、規則叩で動詞を扱うととは出来ない。しかし、規則闘を展開して得ら

れた規則位以ωには適用する文法範時の指示がないので、あらかじめ闘)の語にアクセント段階規則A
四:Xa)K対してマイナスの指示を与えて辛子けば、自動的にアクセント段階規則B(23Xb)が適用されて、

正しいアクセントが得られる ζとになる。

最後K、名詞や形容詞t亡診ける同様の例を挙げてなく。

Langew~ile ， Jahrhundert， Hoheprlester，… 
(25) _ _ _ • 
vollkommen， barmherzig， willkommen， 
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3. ilJ次アクセント弱化規則 11) 

各語はまず第 1サイクノレで語幹アクセント規則Kより、その語幹K第 1アクセントが置かれる。

そして、その語が複合語や句になると、第 2サイクノレでアクセント段階規則により、第 1アクセン

トを持つ分節素の lつK、さらに第 1アクセントが置かれ、他のアクセントはそれぞれ 1段ずつ引

き下げられた。そして、もしそれが複合語などのように、語のレベルであるならば、その副次アク

セントはもう 1度 1段ずつ51き下げられるのである。換言すれば、第 1アクセントにもう 1度第 1

7クセントを与えれば‘自動的に第 2アクセント以下の長IJ次アクセントはすべて I段ずつ引き下げら

れる ζ とKなる。 ζの ζとを規則化すると次のよう Kなる。

( V J → (IAJ / (x( iAJYJ 
(26) 
条件:乙の規則は語のレベノレでのみ適用される。

ζの規則を副次アクセント弱化規則 CNebenakzentredukionsregel=NRR) と呼ぶ。

ζζ で注目すべき ζ とは、条件で述べられているよう K、長Ij次アクセント弱化規則](26)は語のレベル

でのみ適用出来るのであって、例えば句や文Kは適用出来ないというととである。そζで、

s t e h en b I e i b e n と st e h en b I e i b e nを例Kζ のζとを考えてみよう。

まず、 ζれらは次のような構造を持っている。

間 (a) (V#+(V#st ehen#Jy++(V#b le i ben#Jy+#J V 

(b) (VP#(V#stehen#)y(V#bleiben#Jy#) VP 

最初K、語幹アクセント規則KよPそれぞれの語幹K第 1アクセントが置かれる。

(281 
(a) (V#+#s t ~ hen#十字#:b I ~ i b e n #+# ) y 

(b) (VP##s t 占 hen##bl~iben##Jyp

次K第 2 サイクノレで、 (281(a) ないし (b)(tLアクセント段精規則が適用されて、間I)(a)~ いし (b)に なる。

(a) (V#+#s t h en#++#b I ~ i b en#十#).tT
(29) 
(b) [VP##st~hen##bleiben##Jyp 
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とζで規則(26)を129Ka)左いし(b)f'C適用したいのであるが、仰向)f'Cは適用出来ない。なぜ念ら、

12) 
stehen bleibenは位以b)f'Cないでそれ自身の中f'C1つの Terminusを含んでいるので、 ノ

すでに語のレベルを越えて(すなわち句Kなって)いるからである。したがって、規則位。は(29)(a)f'C 

のみ適用されて、間Ka)ないし(b)は最終的K次のアクセントを得る。

(a) #+#s t ~ h en#++#b 1 ~ i b en#+# 
帥)唱。
(ω##stさhen##bleiben##

以上の ζ とは、文法範障害の相違が、副次アクセントの相違を引き起としている例と言える。同様

3. _2. 3 4 2 
の例が、 radfahren と Auto fahren，spazierengehenとei n k a u f e n ge h en 

13) 
Kも見られる。 ノ

14 ) 
最後K、規則。。を名詞句Armvo1 1 B 1 umenとArmvoll B 1 umenf'C適用してみる。 ノ

(31) (NP#(N#+(N#Arm#)"T++(A#vo 11#) .+#)"，(附Blumen#J.s)N' . ...~". ~. ." ~ A' "~N""" ~. ~..._.." ~N" ~NP 

(((Arm)(voll))(Blumen)) 

第 1サイクル )(1 ) ( )SAR  

第 2サイクル 2 AAR 

3 NRR 

第3サイクル 2 4 ) AAR 

2 4 

(32) (NP#(N#Arm#)N(AP#(A#vo 11#)A (N#Bl umen#)N#)Ap#)NP 

((Arm)( (vo II)(B 1 umen ))) 

第 1サイクノレ )( SAR 

第 2サイクル 2 AAR 

第 3サイクル ( 2 3 AAR 

2 3 

(31 )ではArmvoll が(複合)語であるので、副次アクセント弱化規則が適用されるが、(32)

ではArmと vo1 1はそれぞれ独立した語であるので、Arm vo 11にそれが適用されるととは左い。

したがって、 ζこでも文法範騰の相違Kより、 vo1 1のアクセントの価が異念っている ζとを示

している。
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4. 副次アクセント交替規則

今まで見てきたように、アクセント段階規員IJvcより、複合語ないしは句K第 1アクセントが置か

れ、さらK複合語では、副次アクセント弱化規則Kより、副次アクセントはそれぞれ 1段ずつ引き

下げられる。しかし、一般Kζれら 2つのアクセント規則だけで副次アクセントが現われるのでは

ない。す念わち、これらのアクセント規則だけでは説明しきれない副次アクセントが、いろいろな

環境や条件K合いて見られるのである。

それゆえ、 ζの章では、前章で取り扱った以外の副次アクセント Kついて考察してみる。まず、

複合語の例として、名詞Mittelhochdeutschを考えてみると、その表層精進は次のようで

ある。

(ぉ (N#+(A#mittel#JA++(N#+(A#hoch#J.++(N#Ðeutsch#J~t#J 十#)A' . ，..，，， ' V~" .. ~ - .." ~ A' ， "." ---. --.." ~ N' "~N' "-' N 

したがって、 Mittelhochdeutschは、理論的Kは次のようなアクセントを持つはずであ

る。

(34) ((mitteJ)((hoch)(Deutsch))) 

ル
一
ル

ク
一
ク

J
1
-
d
q
 

サ
一
サ

'

i

m

q

4

 

第
一
第

-Ea-
r
，‘、1ノ-

f
k
 

、tノ

第 3サイクル
2 3 

山

一

山

一

川

畑

2 

3 4 

3 4 

4 3 
しかし、実際Kは、最終的念アクセントはMit te 1 hochdeut schであり、 hoch と

deutschのアクセントの価が交替している。

その理由は、一般的には、 ドイツ語の音声体系、すなわちドイツ語のリズムから生じたと推測出

来る。例えば、 (34の第 3サイクルでのアクセント段階規則適用後は、 3つアクセントが強い順K、

つまり第 1、第2、第 3アクセントの順K並んでいる。しかし、ドイツ語は主K強弱強弱……とい

う動的アクセントを持っているので、 hochよPはむしろ deutschVCより強いアクセントが置

かれるのである。

したがって、次のよう K説明出来る。ナ念わち、アクセント価 2を持つリズムの副次アクセント

がdeutschκ置かれれば、自動的VChochの第2アクセントは第 3アクセント Kヲ|き下げられ
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る。

(35) (N#+#Ml t t e 1#半+#+#h3ch#++#dZU t s c h#+#+#〕N

4 3 
そして、最後K副次アクセント弱化規則が適用されて、 Mi t t e 1 ho c hd e u t s c hとなる。

15 ) 
また、との副次アクセントの交替は、語のレベノレを越えて、句Kないても見られる。 ノ例えば、

Bucher einkaufen と schon aussehenは次のアクセントをもつはずである。

(a) もし her Lnk~ufen 
(36) 世・
(b) 's c h l; n a u s s e h e n 

しかし、上述の理由から、 ζの 2つの動詞句は、実際tてはしばしば次のアクセントを持つ。

n
 
e
 

g

a

n

 

u

e

 

。L
a
i
n

K

2

E

 

n

s

 

・
-
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e
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q
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9
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免
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V
且e
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h
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)

)

 

a

b

 

(

(

 

1
ノ
明
訓〆，‘、

今まではアクセントが強い順Kならんでいる場合を見てきたが、今度は逆K、アクセントが弱い

j願K並んでいる場合を考察してみよう。 ζの場合は、例えば名詞句や形容詞句の文法範騰で起ζり

得る。すなわち、名詞句 sehr schones M邑dc henと形容詞句 ganz wohl moglich 

は、それぞれ (38)(a)ないしは(b)のアクセントを持つはずであるが、

(38) 
(a) 

(b) 

n
 
e
 

h
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h

 

d

c

 

l
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i
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l

 σe 

s
1
"
o
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q
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h
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3
e
3
a
 

s

g

 

実際には、 (39)(a)ないしは(b)のアクセントを持っている。

(a)sihr s c hin es Midchen 
(39) 
(ゆ g3nz

3 
wo h 1 mo g 1 i c h 

ととでも、リズムのためK副次アクセントが交替している。

以上のととをまとめると、次のようKなる。第1アクセントを持つ分節素の直前(念いしは直後)

のアクセントのある分節素が第 2アクセントを持つならば、そのまた直前(ないしは直後)のアクセ
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ントのある分節素に、アクセント価 2のリズムの副次アクセントが置かれる。したがって、次の副

次アクセント交替規則(Nebenakzentaustauschregel=NAR)がたてられる。

eaVA)→ (2A)/ (Xし(-A)o(2A)(-A)o)) (lA) (((-A)o (2A)(-A)o-->)y)16) 
い0) 一
条件 :α=2， 3 ， 

また、 ζの規則 (40)(tC少し説明を加えれば、規員Ij(40)は次の規則 (41)-(43)(tC展開出来るO

(よ〕→(2A)/(X;ι(-A)o (2A)( -A)o (IA)( -A1( 2A)( -A)o _Y) 
(41) -U 1¥. 
条件:α=2， 3 ，・.. 

(よ)→(2A)/(X(-A)o (2A)(-A)o (lA)Y) 
(42) -....a 一
条件 :a= 2 ， 3 ， 

〔よ〕→(2A)/(X(lA)( -A)o (2A)(-A)o_Y) 
(43) -U1¥. 
条件.a=2，3，

この 3つの規則は、もちろん排反的順序を持つ。また、 ζれらの線耳目順序は、まず規則 (41)が規

規則 (42)ないし (43)より先K適用される。ただし、規則 (42)と(43)の線型順序はない。

5. アクセント移行規則 17)

一般に、非分離前つづ!:J(tCは次の 8つがある。

(44) be-，emp-，entー， e r一， ge-，verー， zer-，mi{J-

しかし、乙のうちmi{Jーは他の 7つの非分離前つづりと次の点で異なっている。すなわち、 (44)

の前つづDのうち、 mi{J一以外の前つづりKは第 1アクセントが置かれるととはあり得ないが、

m i ~(tCは第 1 アクセントが置かれる場合もあ b 得る。その場合、 mi {Jーと他の非分離前つづり

が、同ーの語内で共存し得る。

(45)mi{Jfallen， mi{Jbrauchen， miβIIngen， mi{Jraten， mi βt r h ue n，… 

いom~ {J behagen ， m~ {J belieben ， mi{Jgestalten，ml{Jinterpretieren， 
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m'i/3ver 5 t ehen ，… 

第 1アクセントが、 (45)では語幹Kあるが、 (46)ではmlβーに置治通れている。 (46)の各語から

mi/3ーを取り去った語形は (47)であり、こ ζでは第 1アクセントが語幹K置かれている。

， ， 
beh j gen ， bel i eben， gestalten， lnterpretleren， 

(47) ， 
verstehen， 

したがって、 (45)の各語はmi/3ーの有無にかかわらず、第 1アクセントは語幹Kあり、移行は起

ζ っていないが、 (47)の各語K前つづり mi/3ーが付加されると、第 1アクセントが語幹から mi/3-

K移行しているととがわかる。

(45)と(46)から音声学的な差違を考えてみると、次の ζ とが明らかKなる。すなわち、 (45)の各

語では、 mi/3ーの直後の音節K第 1アクセントがあるが、 (46)の各語では、 mi/3ーの直後の音節K

はアクセントがない、したがって (-Akzent)(=(-A))という素性を持っている。

以上のζ とから、語幹から mi/3ーへの第 1アクセントの移行を規制化すると次のようになる。

ゆ) (v)→( lA)/(#+(K)一(K)吋+〔K);ι〕X〕V18)

今までは前つづ.!?mi/3ーを持つ動詞の第 1アクセントの移行Kついて調べてきたが、名詞や形容

詞f'L:j;~いても同様の現象がある。ナなわち、 (45) の動詞は第 1 アクセントが mi /3-f'L移行すること

はなかったが、 ζれらの動詞が名詞ないしは形容詞に派生されると、第 1アクセントがmi/3-

(Mi/3 -)に移行するのである。

3 3 
(a) Mi/3fallen， Mi/3brauch， Mi/3trauen，……・………(名詞)

(49) 3 3 

(ω mi/3fallig， mi/3br加 chlich，mi/3traui sch，………(形容詞)

との ζとを規則化すると次のようになる。

(v) → (IA] / 
(00) 

{存+芋+(K)ー(K)++#(K)o(ζ〕Y〕N，A)

ζζで、規則 (48)と(00)は排反的順序を持ち、適用の文法範障害が互いに補足的であるので、次のよ

-48一



うt'ClつKまとめる ζ とが出来る。

(日)
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以上で、動詞、名詞、形容詞κbける、語幹から前つづり mifJーへの第 1アクセントの移行が規

則化された ζ とになる。

ζζで、話を一歩進めてみるO 第2章で述べた分離・非介離の「前つづりJを持つ動詞(24)(訟

いても、そこから派生された名詞、形容詞では、 mifJの場合と同様の第 1アクセントの移行が見

られるo

d u r c h s c hn e i d e n ，司参 Durchschnitt 
， 

hintersinnig hintersinnen ー.. 

(52) ， 

U b e r sらhen -+ 。bersicht
， 

umr色ifJen ー園舎 VmrifJ 
， 

unterbauen ー恒' Vnterbau 
， 

widersprらchen ...... 惨 Widerspruch 

ζれらの分離・非分離の「前つづりJを持つ動詞は、複合語と見なされて、第 2章でアクセント

段南規則によbアクセントが付けられたが、そとから派生された名詞、形容詞のアクセントについ

てはまだ競員01ヒされてい念い。そ ζで、規則(日)を修正して、 (52)を規則化出来ないかどうかを検

討してみる。

まず、分離・非分離の「前つづりJd旦rc h， h-.Ln t e r ， j! b e r ，旦m，旦nter，v旦11，w-.Lder， 

wi ederは、アクセントの置かれる可能性のある下線が引かれた母音を除き、弱化されたe(;J)3J)

か子音であ夕、 ζれらKはアクセントが置かれるととはない。したがって、弱化された eと子音K

(+unbetonbar)(=(+VB))という素性を与えることが出来る。

そζで、分離・非分離の「前つづ!JJを持つ動詞から派生した名詞、形容詞の第1アクセントを

規則化すると次のようKなる。

(53) 
( V) → (lA) / 

〔桝+#〔K〕;-〔+UB〕ト+#〔K)o〔11〕YlN，A21)
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4 
ζζで、 mifiーも (K)~ー(+UB) ;にあてはまるので、規則。1)は次のように書き換えられる。
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したがって、規則 (53)と(54)を次のよう κ1つKまとめる ζとが出来る。

( V)→(  1 A )/ (' _ _ 1 _ ¥T _ _ i 
(邸) F+〔K〕1〔1〕X〕v|

(#(朴同-.!¥#)(K) ~ (+CB)大#:)++吋 。-A V } 
u- -1 lCK)o(IVA)Y)N.AI 

ζの規則をアクセント移行規則 (Akzentuber fuhrungsregelニAUR)と呼ぶ。

以上の ζとをまとめてみると、規則 (55)は、動詞f'Li>>いて第 1アクセントをmifi-f'L移行させ、

名詞、形容詞f'Li>>いて第 1アクセントを mifiーならびf'Ld u r c h -• h i n t e r -， u b e r -， um -， 

unter-，voll-，wider-，wieder- f'L移行させる規則である。ただし、 widersらtz-

1 i ch(吋 idersetzen)のような語K対しては、あらかじめ〔ーアクセント移行規則〕の指定を

して合か念ければならない。

ふ アクセント規則の線型順序

本章では、今まで扱った 4つのアクセント規則の最終的な形を再掲し、それらの適用の際の線型

順序をつけてみるととにより、アクセント規則の特徴をまとめてみたい。

アクセント段階規則。2)

(56) (V) →(  1 A) / (X(斗)Y<# (++ )#Z>)<N， V， A， VP> 
条件.a ) Z=・・・(1 A)・

b )もし Z=中ならば、 X=・・・(1 A)・

国l次アクセント弱化規則126)

加) (V) → (IA) / (X(I-A)Y) 

条件:ζの規則jは語のレベルでのみ適用される。
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副次アクセント交替規則(4))

切)ム〕→(2A)/(XC(ーA)0 (川〔ーA)O))(IA) (((ーA)O(2AJ(ーA)0.1) y) 

条件:α=2， 3 ，・.. 

アクセント移行規則 (55)

( V )→(  1 A) / 
(59) 

-
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まず、アクセント段階規則bよびアクセント移行規則Kより、扇IJ次アクセントが決められていな

ければ、 2つの副次アクセント規具Ij;o.適用される環境にはなっていない。したがって、

(ω) 
アクセント段階規則沿よびアクセント移行規則は、副次アクセント弱化規則b よび副次

アクセント交替規則の前K適用されなければならない。

次に、副次アクセント弱化規則と雇Ij次アクセント交替規則の順序を決定しなければならないが、

ζれは、語のレベルでは副次アクセントはそれぞれ 1段ずつ引き下げられるというM1J次アクセント

弱化規則の根本原理より明らかである。換言すれば、 ζの規則jは語のレベノレで、最終的K第 1アク

セントと第 2アクセントの共存を避ける規則である。したがって、

(61) 副次アクセント交替規則は、高Ij次アクセント弱化規則の前K適用されなければならない。

最後K、アクセント段階規則とアクセント移行規則の線型順序であるが、まず次の派生語を考え

てみる。

(62) 
(a) h i n t e r s i n n i g 

(b) U n t e r b a u 

ζれらの派生語 (62)(a)j，.よぴ(b)は、次の表層構造を持っている。

(a) (A#+(V#+( P#h i n t e r#) p++ (V#s i n n#)y十#)++ig+#)A

(63) (b) (N#(V#+(P#un ter#)p++(V#bau#)V+#)Y#)N 

-51ー



(ω)(a)なよび(ωょb、複合動詞 hi n t e r s i n n enないしは unterbauenとそζから派生し
た形容詞hintersinnigないしは名詞Unterbauは、それぞれ同一サイクノレでは存在しない

ζとが明らかである。すなわち、アクセント段階規則とアクセント移行規則jは、同一サイクノレで適

用されることはない。したがって、

(ω) アクセント段階規則とアクセント移行規則の線型順序はつけられない。

らL上、 (6Q)、(臼)、(臼)より、次のようなアクセント規則jの線型順序が付けられる。

(ffi) 

"*アクセント段階規則 女ア|クセント町民Ij

"*副次アクセント交替規則

↓ 
副次アクセント弱化規則

(食は循環規則を表わず。 22))

では、とれら 4つのアクセント規則すべてが適用される例として、 Lebensumstandeを挙

げてi;>(。

〔僻t-(附+(V#Ie出)y++en+十s+#)N++(N#+(V#+(P#凹J#)p++(V#st邑nd#)y+#)y
(66) 

++e+#)N+#)N 

(ol) (((Ieb)ens)(((um)(stand))e)) 

第 lサイクル l )( SAR 

( 2 AAR 
第 2サイク Jレ

第 3サイクル 2 AUR 

2 3 AAR 

第 4サイクル 3 2 NAR 

4 3 NRR 

4 3 

(ーーは当該のサイクルで、適用されるアクセント規則がないζとを示す。)
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7. 3語および4語より成る複合名詞のアクセント 23)

前章にないて、本稿で扱った 4つのアクセント規則の適用の際の線型順序がつけられたので、本

章ではその ζとも考慮、に入れて、 3語辛子よぴ 4語より成る複合名詞の造語構造とアクセントとの関

係を考えてみる。

まず、 3語より成る複合名詞Kは、次の 2つの型がるる。

(a) (( A B ) 0 )型

(a) 
N;ujahrskarte， Sprachwissenschaft，・・・

(b) (A ( B 0 ) )型

Mittelhochdeutsch， Handworterbuch，・・・

これらの複合語のアクセントは、本稿で扱ったアクセント規員IJをくり返し適用する ζ とKょP得

られる。 ((AB)O)型の例としてNeujahrskarte，(A(BO))塑の例として

Mi ttel hochdeuschを挙げてなく。

(ω((AB)O)型

(((neu)(Jahrs))(Karte)) 

第 1サイクノレ )( 1 ) ( 1 

第 2サイクノレ 2 

3 2 
第 3サイクノレ

4 3 

4 3 

山

一

川

一

川

畑

(70) ( A ( B 0 ) )型

( (m i t t e I ) ( ( ho c h ) (De u t s c h ) ) ) 

第 1サイク Jレ 1‘ ) (1  )(1 SAR 

第 2サイクノレ 2 AAR 

2 3 AAR 

第 3サイクル 3 2 NAR 

4 3 NRR 

4 3 
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(70)では、第 3サイクルで副次アクセント交替規則が適用されているので、 (69)とアクセントが

一致するととになる。したがって、一般的に、 3語より成る複合名詞は、型K閣係なく常VL1 4 3 

のアクセントを持つことKなる。

では次V亡、 4語より成る複合名詞を考察してみると、造語構造上次の 5つの裂に分類出来る。

(a) (( A B ) ( C D ) )型

Fr~mdsprachenhochschule ， Str~βenbahnfahrkarte ，・

(b) (( ( A B ) C ) D )型

N~benakzentredukt ionsregel， Anfangsakzentregel，・・・

(c) (( A ( B C ) ) D )型
(71) 

λlthochdeutschlehrer， L~ftabwehrkanone ，・・・

(d) (A ( ( B C ) D ) )型

Br iefaufgabestempel， Bundesausgleichsamt，・・・

(e) (A ( B ( C D ) ) )型

Fruhneuhochdeutsch， Polizらihauptwachtmeister，・・・

ζζで、各型よ 91つずつ例を用いて、それぞれのアクセントを示してみる。

。2) ((AB)(CD))型
( ( ( f r e md ) ( S p r a c h e n ) ) ( ( h 0 c h ) ( S c h u 1 e) ) ) 

第 1サイクル )( ) ( SAR 

第 2サイクル 2 ) ( 2 AAR 

3 2 3 ) AAR 
第 3サイクル

4 3 4 ) NRR 

4 3 4 

(73) (((AB)C)D)型

(( ((neben )(Akzen t) )(Reduk t i ons) )(Rege 1)) 

第 1サイクル )( ) ( ) ( 1 SAR 

第 2サイクノレ 1 2 AAR 

第 3サイクル 3 2 AAR 

4 
第 4サイクル

3 2 AAR 

5 4 3 NRR 

5 4 3 
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(74) ((A(BC))D)型

(((alt)((hoch)(Deutsch)))(Lehrer)) 

第 1サイクノレ ) ( )( 

第 2サイクル 2 

2 3 
第 3サイクル

3 2 

4 3 2 
第 4サイクル

5 4 3 

1 5 4 3 

(75) (A((BC)D))型

( (B r i e f ) ( ( ( a u f) ( g a b e) ) ( S t emp e 1 ) ) ) 

第 1サイクル )( 

第 2サイク Jレ 1 2 

一
第 3サイクノレ 1 3 2 

2 4 3 

第 4サイクノレ 3 2 4 

4 3 5 

4 3 5 

(苅) (A(B(CD)))型

((fruh)((neu)((hoch)(Deutsch)))) 

第 1サイク Jレ 1 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 

第 2サイクル 2 

2 3 

第 3サイクノレ
3 2 

2 4 3 

第 4サイクル 3 2 4 

4 3 5 

4 3 5 
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AAR 
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AAR 

NAIも
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NAR 

AAR 

NAR 

NRR 



((AB)(CD))型は 3サイクル必要とし、 4サイクルを必要とする他の型と異なっている。

そしてまた、 ((AB)(CD))型は 2語より成る 2つの複合語の複合語であるので、そのア

クセントは 3語よ b成る複合名詞のアクセントとはほとんど無関係である。

しかし、他の 4つの型のアクセントは、 3語よ b成る複合名詞のアクセントと密接な関係がある。

すなわち、 (((AB)C)D)型ないしは ((A(BC))D)型は、構造上 ((AB)C)型

ないしは (A(BC))型とその後K付加された 1つの語から成り立っている。したがって、前K

述べたよう K、 3語より成る複合名詞の 2つの型のアクセントが等しいので、当然、 (((AB)

C ) D )型と ((A(BC))D)型のアクセントは一致する ζとになる。

同様K、 (A((BC)D))型ないしは(A ( B ( C D ) ) )型は、構造上 3語よP成る複合

名詞の 2つの型のうちの 1っとその前K付加された 1つの語から成り立っている。したがって、上

述の理由から、 4語より成る ζの 2つの型の複合名詞のアクセントは一致するのである。

以上のととをまとめてみると、 4語よb成る複合名詞は、 ((AB)(CD))型を除き、 3語

よb成る複合名詞より派生しているので、アクセントも 3語より成る複合名詞のアクセントK基づ

いていると言える。

8.まとめ

今まで複合語と句bよび派生語K対する 4つのアクセント規則をたてて、それらの線型順序を決

め、また規則を具体的K例K適用させて、アクセントの規則性Kついて考察してきた。そこで最後

に、それらの ζ とから明らかKなった点をいくつかまとめてみることtてする。

第 3章と第 4章で副次アクセントの弱化と交替について考え、規則化した。まず、との 2つの規

則と 3語よ b成る句のアクセントとの関連Kついて考えてみる。

3語より成る複合語には ((AB)C)型と (A(BC))型の 2つの型があり、どちらのアク

セントも 14 3であった。では、句の場合はどうなるであろうか。句でも、もちろん ((AB)C) 

型と (A(BC))型の 2つの型がある。

そこで、 3語より成る句で、その 3語がみな独立した語である場合は、 ((AB)C)型も(A 

( B C ) )型もどちらも 132のアクセントを持つ。
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(77) ( (AB ) C)型 (A(BC))型

stehen bleiben wollen schnelI Auto fahren 

第1サイクノレ ( 1 ) ( 1 SAR 第1サイクル ( 1 )(1 ) (1 SAR 

第2サイクノレ ( 1 2 AAR 第2サイクJレ 2 AAR 

第3サイクル ( 1 3 2 ) .MR 2 3 AAR 
第3サイクル

3 2 3 2 NAR 

3 2 

しかし、 3語のうちの 2語が 1つの複合語を作っているときは、との 2つの型の句のアクセント

は一致しない。

(78) ((AB)C)型 (A(BC))型

s t e h en b 1 e i b en wo 1 1 en schne 11 radfahren 

第1サイクル (1 ) (1 ) (1 ) SAR 第1サイクル ( 1 )(1)(1 SAR 

2 ) MR  2 AAR 
第2サイクノレ 第2サイクノレ

3 ) NRR 3 NRR 

第3サイクル( 1 4 2 ) AAR 2 4 AAR 
~3サイクノレ

4 2 3 2 NAR 

3 2 

その原因は (78)から明らかなようK、どちらの句も複合語を含むので、第 2サイクルで副次アク

セント弱化規則が適用されている。そして、第 3サイクルで、 (A(BC))型では副次アクセン

ト交替規則により、第 4アクセントが第 2アクセントI'CI回復Jされているが、((AB ) C )型

ではその規則が適用されず、第 4アクセントはそのまま最後まで残ってしまう ζ とKある。とのζ

とは、副次アクセント交替規則がすべての文法範儒K適用され得るのK対し、高!j次アクセント弱化

規則はその適用の文法範鴎が語のレベノレK限られているという相違K基づいているからである。

次K、複合語と派生語のアクセントと表層構造との関連についてまとめてみよう O

アクセントは表層構造K置かれるのであるから、直接Kは深層構造との閣係は薄い。

(79) die Ubersetzung von Goethe 

24) 
(79)が少なくとも二義的であることは明白であろう。 すなわち、 (79)は少なくとも 2つの深
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層構造を持ち、それらから変形規員IJKより同ーの表層構造 (80)が生成されると考えられる。

(a>) (( d i e ( ( ( ;; b e r ) ( s e t z ) ) u n g ) ) ( V 0 n (G 0 e t h e ) ) ) 

ζの場合は、深層構造の相違が、表層構造の相違もアクセン卜の相違も引き起こしていない。

しかし、場合Kよっては、深層構造の相違が上述の相違を引き起とすζ ともあP得る。

(81) d a s 1 n t e r e s s e d e s M i n i s t e r s f u r g e s amm t d e u t s c h e Fr a ge n 

(81) Kは少なくとも次の 2つの意味がある。

25 ) 
(a)das Interesse，das der Minister fur Gesamntdeutsche Fragen hat 

(82) 
(b) das Interesse fur gesanmtdeutsche Fragen，das der Minister hat 

(82)(a)の意味を持つ場合Kは、 (81)は次の表層構造とアクセントを持つ。

(83) ((dぉ(Interesse))((des(Min i sters))( fur (( (Ge sannt) (deut sche))(Fragen))))) 

第1サイクル )( 1 ) ( 1 品R

2 A晶

第2サイクル 3 M司九

) ( 

第3サイクル 2 4 A品

第4サイクル

第5サイクル 2 3 5 ) AAR 

第6サイクル ( 2 3 4 6 ) .MR 

2 3 4 6 

また、 (82)(b)の意味を持つ場合には、(創)は次の表層構造とアクセントを持つ。
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(84) (((das(lnteresse))(des仏!lini sters)))( fur (( (gesamt )(deutsche) )(Fr agen)))) 

第1サイクノレ )( 1 ) ( 1 &叫

2 A品

第2サイクル 3 m五
)( 

第3サイクル ( 2 2 4 MR 

第4サイクlレ

第5サイクノレ( 3 2 3 5 AAR 

3 2 3 5 

乙の場合は、異なった表層構造が異なったアクセントを産み出している ζ とを示している。

とのよう K、複合語や派生語辛子よび句などのアクセントは、直接的Kは表層構造K、間援的には

深層構造並びKレキシコンκ基づいている。したがって、それらのアクセント規則をより正確K適

用させるためには、まずそれらの深層構造や表層構造辛子よびレキシコン等をより正確に確定してな

かなければならない。

最後に、とれは一般的K言えるととであるが、ある規則をたてると、必ずと言って良いほど例外

が出てくる。もちろん、本稿で取り扱ったアクセント規員IJ~亡診いても言えることである。普通は、

それらの例外Kは特殊な素性等を指定して、規則の適用を避けさぜたり、またその例外のための特

殊な規則をたてたり、26)その都度場合に応じて処理している。

このととは、言語学が言語現象を客観的κ観察・研究する学問であると言っても、言語現象が人

間Kよって作り出されている以上、自然科学のようK例外が全くないと言うととは、不可能である

ζとを示している。

言語学は人文科学の分野でもかなり自然、科学に近い学問であるが、27)上述のととが自然科学との

境界であるよう K思われる。したがって、例外も出来るだけ規員IJvc取り入れて、f11汐iを零K漸近さ

せる ζ とが、我々の今後の課題であると言える028)

註

1) Kiprsky(1966)の用語。この語幹アクセント規則については、本稿の白的ではないの

で、触れないζ とにする。また、筆者の知る限りでは、 ドイツ語の語幹アクセント規則を定式
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化した論文はまだ見当らない。なな、乙の語幹アクセント規則に相当する英語の主アクセント

(強勢)規則 (Main Stress Rule)については、 Chomsky/Halle(1968)なよ

び今井 (1971)を参照の ζ と。

2 ) 文のアクセントは多種多様で、さまざまな興味ある問題を含んでいるが、意味と密接K関連

してなb、本稿の枠内ではとても収まりきれないので、他の機会に譲る ζ とにする。

3) (I)(i)-仰の 4つの規則の名称は、 Kiparsky(1966)よりヒントを得、各規則の働きを

考慮K入れて、筆者が創作した。

4 ) 英語では、複合語規則 (Compound Rule 知よび中咳強勢規則 (Nuclear Stress 

ぬJ!e)と呼ばれている(今井 (1971))。また、 ζの規則jのドイツ語と英語との比較につい

ては、拙稿「複合語のアクセント 一英語と比較してー J ( Iドイツ文学研究・第 5号・

1 9 7 6年春J(東京教育大学大学院文学研究科独文学専攻)、 19 7 6 )を参照のこと。

5) Handtascheは語のレベルKあるので、第 2アクセントは第 3アクセント Kヲ|き下げら

れる。 ζの規則lイヒKついては、第 3章で述べられている。

6 ) 第 3章で述べる副次アクセント弱化規制。語のレベjレでのみ適用される。

7) 第4章で述べる副次アクセント交替規則。

8 ) 名詞、動詞、形容詞は語であるので、 ζれらの複合語は、 2つ(以上)の自由形態素の結合

したものと考えて、()内の++が必要であるが、動詞句は 2つ(以上)の語の結合したもので

あるから、()内の++は不要である。

9 ) 2組のく>は、(知異型で、共に行動する ζとを示す。例えば、規則23)(a)企よび(b)を参照せ

よ。

10) durch，…，wiederは、非分離前つづり b e ，…， zer ，mif3とは異なり、単独で語に成

り得るし、したがってアクセント付けも異なるので、 ζζでは ζれら非分離前つづりと区別す

るために、 「いわゆるJという意味で、括弧を付してないた。

11) 拙稿「複合語のアクセント ー英語と比較してー 」にないて、副次アクセント弱化規則に

ついて簡単K述べられているが、本稿ではそれより詳しく考察がなされている。なな、本稿で

は、 ζの規則のドイツ語と英語の比較は取扱っていないので、それについては上述の拙稿を参

照のとと。

12) 表層構造v<:~>いて、次の 3 つの型のうちの 1 つを Terminus と言う。( Sは Sa t zと同う

文法範障害を表わし、 Xは分節素を含まず、 Yは分節素も形態素境界記号も含ま左い。)

(a) ( S #X  ( # 

(b) # J x# J s 

(c) # J Y ( # 
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したがって、 stehen bleiben は、それ自身。中VCTerminusを持つことKなる。

(vp# (V# s t e h en:仕)，-(V#ble i ben#)，，#) ¥" ~y ， ~ • ~ ~.. " ~V " -VP 

Terminus 

13) ここでは、第2アクセントと第 3アクセントが問題になっているので、 einkaufen 

gehenの第4アクセントは spazierengehenとの比較の対象ではないO

14 ) 同様の例が、 Ki p a r s k y ( 1 9 66 )VC:j:，>いて、 HandvollKirschen とI1and

voll Kirschenのアクセント κついて比較されている。

15) 本稿では取り扱わないが、この副次アクセントの交替は、文VCj示いても見られる。

Kiparsky(1966)を参照の乙と。

16) (0はζの 2つの Oの中の記号列のうち、少なくとも Iつは消去されないとをノj，す。また、

(-A)。は任意個の(-A )を示し、 (-A)はアクセントのない分節」えないしは必境界記

号か形態素境界記号を示す。

17) アクセント移行規則は、拙稿「前つづりのアクセントJ( rドイツ文学研究・第 6号・ 19 

7 6秋J(東京教育大学大学院文学研究科独文学専攻)、 19 7 7 )で定式化されているが、

こζでは他のアクセント規則との関連についての補起的説明も加えて、より簡潔K改訂されて

いる。

18) (K)~ は 0 個か1fI固の子音を表わすo また、
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K 
+obstruent 
+dauernd 

/sメ=I+frikativ
+anterior 
+koronal 
-stimrnhaft 

であるから、規則 (48)を厳密に規則化ずれば、

( V) →(  1 A) / 

K 11一一一一!

〔#+lt::::llfi:;11

K 
+obstruent 
+dauernd 
+fr ikativ 
+an ter ior 
+koronal 
-stimmhaft 

++#+〔K〕;〔Ji〕X〕v

であるが、特K支障がないので、繁雑ぎを避けるためK簡潔にした。

19 ) 規則(切)が簡略化されている理由は、 1 8 ) VC同じ、(K)。は任意個の子音を表わす。ま

た、規則 (48)と比べて、規則(日)で最初の#+が 1つずつ多くあるのは、 ζの規則の適用を受

ける名詞、形容詞が動詞の派生語であるからであるO

-
i
 
au 



20) いわゆる暖床母音で、音声学では schwaと言う。

21) 規則(日)で、〔 K〕1の左側(-C:#=が 3つあるが、 1番目は派生語の語境界、 2番目は複合語
0 

の語境界、 3番目は基礎語の語境界である。また、 1番目と 2番目の間の形態素境界に( );~;付

しであるのは、派生語が派生語尾を持たない場合は、形態素境界が不要であるからである。

22 ) 副次アクセント弱化規則は、ただ 1度、語のνベルでのみ適用されるので、非循環規則であ

るが、他の 3つのアクセント規則は、くり返し何度も適用出来る循環規則である。

23) ドイツ語には 5語より成る複合名詞もあP、原則的には第 I語K第 1アクセントが置かれる

が、出てくる例もあまり多くないので、本稿では触れないととKする。

24) die Ubersetzung von Goetheは、 von Go e t h eをdie Ubersetzung 

のNominativと考えるかAkkusativと考えるかにより、次の 2通りの意味を持つ。

(a) Jemand ubersetzt(e) Geothes Werk. 

(b) Goethe ubersetzt{e) irgendein Werk. 

25 ) g e s a rrun t d e u t s h eの gが大文字であるか小文字であるかは、正書法の問題であり、 ζ

とでは話し言葉のアクセントについて問題にしているので、無視して差し支えない。

26) 例えば、 Riesenh~nger ，s t ら inr~ich( ものすど〈金持ちの) ， b I白ta r mなど

は第 1アクセントを 2つ持つので、これらにはアクセント段階規則は適用されず、次の規則が

適用されねばならない。

( v )→(  1 A) / (X ( • -. ) y (一)z ) 
1 A 

条件:X，Y，Zキ・・・(1 A )・

27) 言語学の中でも、音声学は最も自然科学K近い学問で、例えば音声の周波数等を扱う場合は、

音声学と物理学の学際領域(音声物理学または物理音声学)の分野に入り、双方の知識を必要

とする。

28 ) ζζで言う零に漸近するとは、無限K零に近づくが、有限では決して零には成らないζ とで

ある。例えば、方程式 y二土では x(> 0 )の値が大きくなれば、無線K零に近づくが、有限
x 

では決して零にはならない。
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